
【受講料】 １名 <税込> 

正会員 
32,400 円 

本体価格 30,000 円 
一 般 

35,640 円 
本体価格 33,000 円 

 
 
◎お申込み：当会ホームページまたは E-mai でお申込み下さい。 
＊お申込み後（開催１週間～10 日前までに）受講票・請求書をお送り 
いたします。 

＊最少催行人数に満たない場合ほか、諸般の事情により開催を中止 
させていただく場合もございます。 

＊会員企業一覧は当会ホームページでご確認いただけます。（http://www.bri.or.jp） 

＊お申込み後のキャンセルは原則としてお受けいたしかねますので 
ご出席できない場合は、代理の方のご出席をお願いいたします。 

＊ＦＡＸでお申込みの際、「０（ゼロ）発信のＦＡＸ機」をご使用の場合は、 

必ず「０」を押してから、番号入力をお願いいたします。（別番号への 
誤送信にご注意下さい。） 
 

【申込先】 一般社団法人 企業研究会 
〒102-0083 東京都千代田区麹町５－７－２  ＭＦＰＲ麹町ビル ２階 

TEL.０３－５２１５－３５５０  担当：金井／kanai@bri.or.jp  
     

 

 

ＲＰＡを用いた経理部門の次世代型業務フロー構築の実務対応 

～働き方改革のために経理業務の生産性をいかに向上させるか～ 
 

◇日 時◇ 2018 年１１月１９日（月）１３：３０～１６：３０ 

◇会 場◇ 東京・麹町『企業研究会セミナールーム』 

◇講 師◇ 舟山 真登 氏 グローウィン・パートナーズ㈱ コーポレートイノベーション部 

 部長(公認会計士) 

        長谷川 朋弥 氏 グローウィン・パートナーズ㈱ ストラクチャーデザイン部                                                    
部長 

 

 

 
 

     

 
 

 
◇参加対象◇経理・財務部門のご担当者  

 開催にあたって            
近年の制度改正や IFRS導入の要請など、経理部門の業務負荷は益々増加する一方となっています。一方、将来的な 

労働人口の減少などを見据えると ITを活用した経理部門の生産性向上は必須の課題と考えられています。ITのなかで 

も特に、RPA(Robotic Process Automation)の導入に焦点を当て、業務の生産性向上を図るための進め方や重視すべき 

点などについて、実務的な視点や事例を交えながら分かり易く解説いたします。 

 

＊ 申込書にご記入いただいた個人情報は、本研究会に関する確認・連絡および当会主催事業や刊行物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。 

＊ 「セミナーに関するご不明な点につきましては、当会ホームページより 〔ＴＯＰ〕→〔公開セミナー〕→〔よくあるご質問〕をご参照下さい。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

181732-0606 2018.11.19 「ＲＰＡを用いた経理部門の次世代型業務フロー構築の実務対応」 

会社名 
 

 
 

住  所 

〒 
 

部課 

役職 

 ﾌﾘ ｶ ﾞ ﾅ  

お名前 

 
 

TEL                    FAX 

E―mail                                 

 

申込方法  当会ホームページよりお申込みください。
https://www.bri.or.jp ＊その他セミナーの最新情報もご覧いただけます。 

 
 
 
 

 

＜舟山 真登 氏＞ 
2005年 監査法人トーマツ入所。東証一部上場企業をはじめ、幅広い業種・規模の企業に対する法定監査業務、内部統制監査制度の 
導入支援業務、IFRS導入支援業務に従事。2015年 当社入社。上場企業グループの経理 BPR、経理業務アウトソーシング体制の 
構築、経理業務の RPAによる自動化等の各種プロジェクトのプロジェクトマネージャーを多数担当。2017年 コーポレートイノ 
ベーション部 部長。Accounting Tech®Solution事業を推進し、上場企業向けに、財務経理部門の働き方改革の支援、PMI(Post Merger  
Integration)プロジェクトの支援、経理 BPOサービスなど、多くの案件を手がけるほか、専門誌の執筆やセミナー講師を多数実施。 

＜長谷川 朋弥 氏＞ 
2015年 当社入社。経営企画部門にて、新規事業の立上げ及び子会社の新設を主導。インフラ整備、運用体制の整備・構築から、 
マーケティング施策の考案まで手掛ける。その他、社内基幹システムの変更・導入や働き方改革の推進を行うとともに、事業戦略 
における新規アライアンス先の開拓などにも従事。2017年 ストラクチャーデザイン部 部長。Accounting Tech®Solutionの構想を 
立案。現在は、電子帳簿保存法コンサルティングサービスや RPAによる業務プロセス改善サービスなど事業を推進するとともに、 
新たなビジネスモデルの創出に注力している。 

https://www.bri.or.jp/


 
ＲＰＡを用いた経理部門の次世代型業務フロー構築の実務対応 

～働き方改革のために経理業務の生産性をいかに向上させるか～ 

           

◆ プログラム ◆ 
            

■日 時：2018 年１１月１９日（月）１３：３０～１６：３０  

■講 師：舟山 真登 氏 グローウィン･パートナーズ㈱ コーポレートイノベーション部 

部長(公認会計士) 

     長谷川 朋弥 氏 グローウィン･パートナーズ㈱ ストラクチャーデザイン部 部長 
                                                               

１．経理部門の業務改革の必要性 

 

２．経理部門の現状と次世代型の業務フロー 

① 現状の経理部門の問題点 

② 次世代型の経理部門の業務 

３．経理業務のＲＰＡ導入に必要な視点 

 

４．経理業務のＲＰＡを用いた業務改善事例 

① 固定資産台帳への登録作業 

② ＳＦＡデータを利用した売上高計上作業 

③ 経営会議資料作成 

④ その他活用事例 

５．経理財務業務のＲＰＡ導入のためのステップ 

 

  ６．ＲＰＡ導入時の注意点 

① ＲＰＡ導入にあたっての業務上のリスク 

② Ｊ－ＳＯＸ上の留意点 

③ ＲＰＡガバナンスの考え方 

 

＜質疑応答＞ 

-解説- 

13：30 
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